
様式第７号（第２１条関係） 

番     号 

令和 4年 6月 29日 

 

 

 佐賀県県民協働課長 様 

 

 

住  所  佐賀県佐賀市嘉瀬町扇町 2398-1 2F  

団 体 名 一般社団法人 地域活性化いじめ撲滅実行委員会 

代表者職・氏名   代 表 理 事  古 場  英 樹 

                    電話番号       0 9 5 2 - 6 0 - 1 1 4 2 

 

佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による 

寄附金活用実績報告書 

 

  令和３年度において当団体に交付された佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」を活

用して下記のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金（「県民協働の地域づくり」及び「Ｎ

ＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱の規定により、関係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１ 活用実績報告書（様式第７号 別紙１） 

２ 収支決算書（様式第７号 別紙２） 

 

 

  



（様式第７号 別紙１） 

 

 

 令和３年度 佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による寄附金活用実績報告書 

 

団体名一般社団法人 地域活性化いじめ撲滅実行委員会  

 

１ 事業実施期間  令和 3 年 4月 1日から令和 4 年 3 月 31 日まで 

 

２ 事業の成果（県民の便益にどのようにつながったのかについて記載） 

 ※提出期限までに成果・効果を示すことが困難な場合は、成果・効果の見込みを記入してください。 

  新型コロナの感染拡大により小、中学校での出張授業ができなかったが、個別のいじめ相談と 

この活動をたくさんの方に知っていただく機会と捉え、印刷物を作成し各関係機関の協力のもと配

布することで、県内に広く認知度を上げることができた。活動を通して問題点としてあがっていた

不登校などで学習に遅れがちな子どもの支援を、すでに学習支援を行っている greenbookさんと連

携をとることでより子どもに寄り添うことができた。 

地域の方と触れ合う機会として、もちつき大会などを行い、異世代の交流につながった。 

GCFでは全国からたくさんの賛同のメッセージをいただき、佐賀から活動を発信していきたい。 

 

３ 寄附金を活用して行った事業の実施に関する事項 

(1) 今年度寄附金を活用して行った事業（GCFを行った場合は GCF名とその内容を記載） 

事 業 名 具体的な事業内容 

(A)実施日時 

(B)実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象

者の範囲 

(E)人数 

事業費の 

支出金額 

(単位：千円) 

①いじめに

悩 む 子 と

保 護 者 の

出 張 個 別

相 談 支 援

事業  

 

いじめ、不登校に悩む子ども

や保護者に直接会いに行き、

相談を受けた。2022年度は日

常を取り戻すためのサポー

ト、支援を４８名に行った。 

 

(A)通年 

(B)県内 

(C)8人 

(D)県内の児

童、生徒

及びその

保護者・

関係者 

(E)１２４人 

 1,134 

 

 

GFC「いじめに悩む子どもに

寄り添う社会へ ｜自ら命を

落とす子どもを救いたい」 

 

いじめ問題に広く社会に関

心を持ってもらい、更により

多くの子どもにサポートで

きるようにいじめ相談ポス

トカードを作成し、県内の企

業・商店を訪問した。ポスト

カードの配布と説明を行い

いじめに悩む子どもを団体

へ繋ぐシステム造りをした。 

また、いじめなどが原因で学

習が遅れる、不登校などで勉

(A)１２月～３月 

(B)県内 

(C)２４人 

(D)県内の児

童、生徒

及びその

保護者・

関係者 

(E) ４万人 

1,540 

 



強できる環境のない子ども

の問題に注視し、支援を行っ

ているスタディサポート

greenbook さんと連携し学習

支援を行った。 

 

②いじめ防

止 及 び 啓

発 活 動 事

業 

 

 

 

 

 

小・中学校でのいじめの出張

授業については新型コロナ

の影響が長く続いたためす

べて中止となった。 

学校へ出向いての活動がで

きないことから、たくさんの

子どもに支援が届くように

印刷物を用い、教育委員会の

協力のもと、相談カードを佐

賀県内の小・中学校へ配布し

た。 

 

 

(A)7/15～3/10 

(B)唐津市・伊万

里市・佐賀市 

(C) ２４人  

(D)県内の児

童、生徒

及びその

保護者・

関係者 

(E) ４万人 

 

1,593 

③地域交流

促 進 子 ど

も の 居 場

所事業 

(ア) 味噌造り体験 

 

(イ) もちつき大会 

 

(ウ) 磁器の絵付け体験 

 

(エ) 海の清掃活動 

(A) ア 11/13 

イ 12/26 

ウ 3/26 

エ 3/27 

 

(B) ア 鳥栖市 

イ 佐賀市 

ウ 伊万里市 

エ 伊万里市 

 

(C) ア  ５人 

イ ２１人 

ウ  ８人 

エ ３７人  

(D)県内の児

童、生徒

及びその

保護者・

関係者・

地域の方 

 

(E) ア 34人 

イ 124人 

ウ 82人 

エ 50人  

 1,062 

 

(2) 次年度繰越金が発生する場合、その活用見込み 

事 業 名 具体的な事業内容 
(A)実施日時 

(B)実施場所 

事業費の 

支出金額 

(単位：千円) 

①伊万里み

の り フ ェ

ス 

②佐賀市い

じめ撲滅ｺ

ﾝｻｰﾄ 

① 佐賀、伊万里市の子どもが企

画し地域の方と子どものため

の地域活性化イベント 

② いじめ撲滅チャリティーイベ

ントを高校生中心に行う 

 

①(A)10/30 

(B) 伊万里駅前広場 

 

② (A)12/8 

(B)佐賀市 

 

 

5693 



③伊万里湾 

海の清掃  

④佐賀市も

ち つ き 大

会 

③ 県内の子どもたちと伊万里湾

の清掃活動 

 

④ 佐賀市の小学生と地域の方の

もちつき大会 

③(A)9/25 

(B)イマリンビーチ、伊

万里マリーナ  

④(A)12/下旬 

(B)佐賀市嘉瀬町公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第７号 別紙２） 

 

収 支 決 算 書 

区  分 決算額（円） 備  考 

収 
 

入 

佐賀県ふるさと寄附金 18,363,650 第 1回交付： 1,086,750  円 

(うち「GFC いじめに悩む子ども

に寄り添う社会へ ｜自ら命を

落とす子どもを救いたい」) 

(1,539,900) 第 2回交付： 1,251,000  円 

  第 3回交付：  1,953,000    円 

  第 4回交付  14,072,900   円 

   

   

収入 計 18,363,650    

支 
 

出 

〇いじめに悩む子と保護者の出

張個別相談支援事業  

  

謝金 630,209  

旅費 64,670  

印刷製本費 28,492  

消耗品費 20,780  

通信運搬費 285,050  

研修費 91,166  

保険料 2,065  

 事業雑費 11,601  

   

○GFC いじめに悩む子どもに寄

り添う社会へ ｜自ら命を落と

す子どもを救いたい 

  

謝金 835,393  

旅費 85,726  

印刷製本費 74,415  

消耗品費 27,546  

通信運搬費 377,857  

研修費 120,847  

保険料 2,738  

事業雑費 15,378  

   

○いじめ防止及び啓発活動事業   

謝金 879,361  

旅費 90,236  

印刷製本費 61,746  

消耗品費 28,996  

通信運搬費 386,790  



研修費 127,208  

保険料 2,882  

事業雑費 16,187  

   

○地域交流促進子どもの居場所

事業 

  

謝金 586,240  

旅費 60,158  

印刷製本費 41,164  

消耗品費 19,330  

通信運搬費 257,861  

研修費 84,805  

保険料 1,921  

事業雑費 10,790  

   

   

   

返礼品等の調達に係る費用 5,131,043  

返礼品等の送付に係る費用 1,287,256  

ふるさと納税の広報に係る費用 106,532  

ふるさと納税の事務に係る費用 816,019  

   

   

次年度事業費繰越金 

 

5,693,192 地域の交流型イベント フェスなど

に充当予定 

支出 計 18,363,650  

○GCF を行った場合は、GCF の事業単位で支出を区分して記載してください。その他の事業について

もできるだけ事業単位で記載してください。 

○支出区分は、謝金、旅費、印刷製本費、消耗品費、使用料等に分けて記載してください。 

経理上の区分名で記載して構いません。 

○領収書等は事業終了後５年間保存してください。 

 


